Blood Sheep
村八分蔵六

あいつは山中の庵に居を構え、父が遺した畑を耕し、軍鶏の世話をし、蔵書を紐解いて生活していた。大豆や鶏卵を麓の町に卸して日々の糧を得ていた。それ以外に幾許かの現金が必要になれば、町に降りて日雇いの労働をしたりしていた。その収入で、保守系と革新系の政治雑誌を購入してはそれぞれに投稿して反応を見るのを趣味としていた。
あいつは人ではなかった。遺伝子配列はもはや人のそれとは異なっていた。代々伝わる特殊な丸薬を何世代も服用し続けてきたおかげで、変異が蓄積していったものとあいつの父親は考察していたが定かではない。父親も同様の人外であったが、母親は普通の人間であった。だがそれ故に、出産の際の負荷に耐えきれず早逝してしまった。父親はそのことを悔い、自分のような存在を生まないこと、そして母親の遺してくれたあいつに同じ轍を踏ませないことを誓った。
あいつとその一族の人との遺伝子の違いは、その運動能力と感覚器官に顕在していた。そのどちらもが神懸かっており、ワールドレコードを全て容易に塗り替えることが可能なほどであった。過去にも、一族の中の者には戦場や裏社会においてその能力を、悪魔がその残虐性を満たすがごとく存分に発揮した者がいたが、あいつはその性格と人並みの生活に適応しきってしまったということで、そのような用途は考えられなかった。たまに、極道やゴロツキを軽くのしたり、熊や猪に対して発揮し食糧の足しにする程度であった。
その日は天気が良かったので、畑仕事と軍鶏の世話を終えたのち、両親が埋葬された寺に行って墓所の掃除をしていた。数少ない話し相手である寺の住職と軽く談話したのちに、墓石を磨き、水を打ち、町で買ってきた花を供えた。一通りの作業を終えて、あいつは何をするでもなく墓前に座りこんで墓石を眺めていた。そうしていると人の気配を感じた。住職かと思ったが、見慣れぬ人物であった。その男は嬉々として話しかけてきた。
「いい身体してますね」
「用心棒か何かか？そういうのはやって無えんだ」
最初はゲイかとあいつは思ったが、全身から滲み出る胡散臭さから堅気ではないことはすぐに察した。
「ま、若干違いますけどね」
「貴方のことを色々と調べさせて頂きました。ずいぶんと変わった体質をお持ちで。あなたのような人間がこんなところで細々と生活しているなんてのは間違っているんですよ」
「詭弁だ。人間にあるべきようなんてものはない」
「来ていただければそれなりの厚遇は保証しますよ」
「」
「貴方が協力してくれるというのが最も望ましい結果ですけどね。最悪の場合、細胞の一部でも持って帰れれば目的は果たせたことになりますが」
「引く手数多ですよ。分子生物学、薬学、解剖学、そして民俗学、倫理学…おっと、これは専門外ですが」
「生物系のあたりは遺伝子とその変化の原因、骨格と運動能力を解析しその応用を目指すってところか。ついでに言っておくと民俗学は伝承との照合、そして倫理学ってのは、人権の問題だろ。具体的には人間に近くそうではない存在に人間としての扱いを認めるか、それともその対象を闇に葬るか、だろ？」
図星だったらしく、男はまた笑い声を上げた。
「お気に召しませんか。来て頂ければ、それなりの厚遇は保証しますよ」
「被験体として、もしくはその身体能力を以って暴れろってところだろ」
「いやあ、話が早い」
「俺は安穏と暮らしていたいんだよ。蔵書を紐解いたり軍鶏の世話したりする生活が気に入ってるんだ」
「今の生活にどれだけの意味があるというのです？大豆の栽培と軍鶏の世話、ましてやくだらない政治雑誌に投稿して一生を終えるつもりですか？」
「理由なく疑われたことは？向こうの主観のみで疎外されたことは？今更何に義理立てするというのです？」
「この柵だらけの世の中に、これ以上被差別対象を増やそうってのか」
「まあ、私たちは貴方を必要としていますから、いつでも来てください。そうでないのならば然るべき手段をとらせて頂くとだけ言っておきます」
「俺が殺意を抑えているうちに去れ」
招かれざる来客との会話は終わった。あいつは男に背を向け庵に戻り、種の起源をパラパラとめくりながら昼の出来事を思い出していた。恐れていたことが現実に迫っていた。
刹那、雷鳴が轟き、爆音が鳴り響いた。雷鳴の正体は機関銃の発射音であり、爆音の正体は対戦車ロケットの推進材と破裂音であった。雷鳴は木製の庵の外壁を引き裂き、爆発と高温のガスは庵の何もかもを焼いた。あいつは呆然と佇んだまま庵が焼けていくものを見ていた。焼けていく、ドグラ・マグラが、三島由紀夫全集が、ホメーロスが、国体論及び純正社会主義が。呆然とそのさまを眺めているうちに、あいつは飾ってあった両親の写真に火が付くのを見た。またたく間に焼き尽くされ、両親の姿はもはやあいつの脳内に存在するのみとなった。
―俺が何をしたというのか、本当に俺はおかしいのか、俺のようなものは滅びるしかないのか。
―俺は平穏に、安穏と生活していきたかったのに。
―やってしまえ、やってしまえ、その力を解放してやれ。
あいつの頭の中で天使の者とも悪魔のものともつかぬ囁きが聞こえた。天使か悪魔かは定かではないが、あいつは怒りに身を委ね、能力を発揮した。悪鬼が雄叫びを上げた。
銃撃を受け倒壊した庵を確認しに、数人ほどの武装した部隊が接近してきていた。その部隊員は燃え盛る庵の中にあいつの姿を確認するや、わけのわからない言葉を口々にし、小銃を構えた。あいつは微かに笑いを浮かべたかに見えた。
次の瞬間、悪鬼は炸裂した。瞬間的に部隊員の眼前に現れ、無造作に手を振り下ろした。部隊員の一人の鎖骨に当たった。状態は地面に叩きつけられ跳ね返った。格闘ゲームならば空中コンボが入りそうな高さであり、非常識な光景だった。残りのうち二人が半狂乱状態で銃を振り回しながら引き金を引いたが、銃弾は近くの木の葉を吹き飛ばしたのみであった。あいつには当たらず、二人まとめて頭部をハイキックで薙ぎ払われた。首から上は体に着いていたものの、意識は身体から吹き飛ばされた。痛みを感じる暇が殆どなかった分だけ幸運な部類であったといえる。
「ヒッ」
その顛末を見ていた部隊員の最後の一人が逃げ出そうと踵を返した。賢明な判断と言えるが、それは抗戦するということに比較してのことであり、結果は覆りそうにはなかった。大型の肉食獣の執念と速度を持つモノ相手に、どうやって射程圏内から逃げろというのか。悪鬼はそれを見逃さなかった。
「逃イげんなよ」
後襟を掴むや否や、剛速球を投げるかのように振りかぶった。隊員の身体は宙を舞い、背中から土に叩きつけられた。この隊員にとって幸運だったことは、叩き付けられたのが岩ではなく土の上だということであった。肺の中の空気を叩きつけられたショックで放出し、呼吸困難に陥り、陸に揚げられた魚のように二、三回口を開閉して悶絶し、その動きを止めた。
悪鬼がその本性をほんの少し発揮し、一小隊相当が無力化した。だがその悪鬼はまだ敵の存在を感知しており、尚も暴力の嵐は止まないことも解っていた。
悪鬼は攻勢に打って出た。次の標的は先ほどの倍ほどの集団であった。
「だっっ…らあああぁぁッッ！！」
あいつは徐に跳躍して、集団に特攻んでいった。まずその着地の下敷きになって一人、振り下ろされた手に打たれ一人が再起不能となった。悪鬼の奇襲に、どの部隊員も硬直してしまっていた。ある部隊員は大型の肉食獣の制空権に侵入したと、またある部隊員は88㎜戦車砲を突き付けられたものとも錯覚した。どちらも絶望的な状況ということで一致していた。
「オオオォォアアァァァッッハハハアァァァッッ！！ヒイイィィィヤァッッハアアァァァァッッッ！！！」
悪鬼はそれを看破し、その恐怖心を煽るために絶叫した。状況を分析して、その判断を下すだけの冷静さは残っていたが、心は言いようもなく昂っていた。効果は覿面であり、過半数はそのまま硬直した。悪鬼は自分に最も近い位置にいた部隊員に額を叩きつけた。撃ち込まれるときの膂力と額の硬さは人のものではなく、貌の中央を捉え、鈍く軟骨が潰れる音がしてその部隊員は崩れ落ちた。そのさまを見てさらなる恐怖に駆り立てられたか、別の部隊員が半狂乱状態で小銃を乱射した。悪鬼は手近な部隊員を引き寄せ、盾とした。幸か不幸か部隊員は防弾装備をしていたので、貫通はせずに肋骨にいくらかの損傷を受けただけで済んだが、ダメ押しとしてそのまま地面に叩き付けられ行動を停止した。次の瞬間に、銃を乱射した隊員は悪鬼のタックルをかまされて地面と平行に飛び、木に激突して動かなくなった。
まだ健在だった数人が、活路を見出そうとわずかな望みをかけて小銃を乱射した。命中はしたが、それも悪鬼が急所をとっさに庇ったために全て筋肉によって防がれた。無駄な抵抗を諦め、逃げ出そうとしたところを、一人はローキックによって大腿骨を折られ、もう一人は背骨にフックを打ち下ろされ、また一人は後頭部を掴まれて顔面を土に叩きつけられて何れも再起不能となった。最後の一人は悪鬼の放ったミドルキックを辛うじてガードした。その代償として肩は脱臼して靭帯が断裂し、また上腕骨もへし折れた。例えるならば鉄塊が時速160キロメートルで迫ってきたようなものである。喰らった側からすれば得体のしれない何かが爆ぜたといったほうがよほど現実味がある。ガードしたところでどれほどの意味があるというのか。そしてそのガードはさらに不幸な結果を招いた。半端に意識が残り呻き声をあげてしまった。それが悪鬼の気に障り、胸部にストンピングを受けて胸骨が砕かれ完全に沈黙した。悪鬼から二撃貰ったのはこの部隊員のみであった。
「Diablo…」
隊員の一人が断末魔にそう呟いた。その姿はあいつが忌み嫌っていた悪魔そのものだった。
そうこうしてどれほど片付けたのかも忘れ始めたころに、あいつは近くにもう動くものがないことを察した。あいつは庵のあった場所から、奇跡的に無傷だったお気に入りの黒い、羊の頭骨が刺繍されたスカジャンを拾い上げ、下山していった。その帰路で、あの胡散臭い男の気配を感じた。
「さっさと回収しろ。こんなコソコソやってるってことは、マトモな部隊じゃ無えだろ。国際問題にしたくなかったらとっとと撤収することだな。俺は修羅道に、お前は餓鬼道に堕ちる。あの世で会うことは無いな」
そう吐き捨ててあいつは闇の中に消えた。
翌日、山中での爆発事件が地方紙の片隅に掲載された。襲撃してきた部隊についての記述はなく、関係人物とされていたあいつも行方不明となっていた。麓の街では、あいつはまた旅に出たとか、小説家になるために上京したとか、ヤクザの報復を撃退した結果日本にいられなくなったなどの噂が流れた。
あいつが行方不明になるのと前後して、あいつの両親の墓に多大な量の花が供えられていたのを住職が確認した。あいつが一回に備える花の量を基準にすると一週間分にもなる。住職があいつの住んでいた庵のあたりに行ってみると、焼け焦げた古書やランタン、瓦礫が散らばっているだけであった。畑の一部は焼かれ、また他の部分は動物に食い散らかされていた。軍鶏の小屋は半壊状態であったが、当の軍鶏たちはさも当然のように元気にそこらの野犬や野良猫や猪を足蹴にして、食物連鎖などどこ吹く風であった。
